
事業実施地域・
協力園校

【実施地域】
彦根市城東小学校区
【協力園校】
幼：公立幼稚園１園、公立保育所１園、私立保育所１園、私立幼保連携型認定こども園１園
小：公立小学校１校

架け橋期の
コーディネー
ター等

【配置人数】
２名
【経歴】
・元保育園長
・元公立小学校教諭

架け橋期の
カリキュラム開発

会議

【会議委員人数】
２５名

【開催数】
３回

【委員属性】
公立幼稚園長１名、公立保育所長１名、私立保育所主任１名、公立認定こども園長１名、公立小学校長・教頭２名、コーディ

ネーター２名、小学校加配教員１名、小学校校内研究主任１名、小学校１年生担任１名、園５歳児担任４名、教職大学院教
授１名、県公立幼稚園・小学校担当３名、県保育所・認定こども園担当２名、彦根市小学校担当者２名、彦根市幼児課２名

0

架け橋期の
カリキュラム

【開発主体】
城東小学校区地区（１公立幼稚園、１私立保

育所、１公立保育所、私立幼保連携型認定こども
園１園、１公立小学校）
県学びに向かう力推進事業指定校区：４校区
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幼稚園 保育所 幼保連携型
地域裁量型 小学校

国立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 国立 公立 私立
施設数 1 101 19 61 142 40 84 1 218 0

園児・
児童数 110 6,779 1,632 5,679 12,809 6,136 11,395 621 78,368 0

滋賀県教育委員会
【総人口】 1,406,648人（令和５年５月１日現在）
【主担当部局】滋賀県教育委員会幼小中教育課

（公立幼稚園・小学校担当）
【主な関係部局】滋賀県健康医療福祉部子ども・青少年局

（保育所・認定こども園担当）
滋賀県総務部私学・県立大学振興課
（私立幼稚園担当）

【自治体 関連URL】 http://www.pref.shiga.lg.jp/edu/school/kakusyu/youzi/ （令和５年５月１日現在）
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視点 留意事項

開発プロセス

・本県の幼保小接続の現状は、研究が終了すると継続しない、年度途中にカリキュラムを見直しにくいといった課題が見られ、取組が「点」に止まり「面」として広がりにくかっ
た。また、公立幼稚園と認定こども園・保育所、私立幼稚園の所管課が三つに分かれており、幼児教育センターの設置はなく、カリキュラムを開発するための会議等も実施
していない。そこで、３課局でプロジェクト会議を立ち上げ、カリキュラムの方向性を検討し、滋賀県版「架け橋期のカリキュラム」枠を開発した。
・県内で作成されているカリキュラムには、次のような課題があった。①５歳児後半から小学校１年生４月～５月までのカリキュラムであり、児童が“学校に慣れる”ことを目指
しており、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえてはいない。②書いてあることが細かすぎる、用語がわからない、園と小学校が別個で作成し、協働して策定でき
ていない。
・課題を踏まえ、滋賀県版「架け橋期のカリキュラム枠」は、５歳児から１年生の２年間とした。また、園と小学校が期待する子ども像を共有し、そこに向けての大切にしたい
ことを共通理解すること、そして、共通理解したことを実践し、振り返るという持続的・発展的な幼保小接続を支えていくものとした。
・県としては、滋賀県版「架け橋期カリキュラム枠」を開発し、方向性を示すが、あくまでもその中身については、校区の実態に応じたものを検討し、園と小学校が自分ごととし
て幼保小接続を進めることを大事にしている。

架け橋期のカリキュラムの概要

・滋賀県版「架け橋期カリキュラム枠」は、園と小学校が協働で作成する「共通シート」と「実践記録」の２枚のシートで構成されている。
「共通シート」には、大きく三つの視点を設けている。共通の視点は、①期待する子ども像、②期待する子ども像に関連がある「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」、
③期待する子ども像に迫るために大切にしたいことである。園と小学校が共通の視点を理解したうえで、互いに実践し、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が見られた
子どもの学びの姿を「実践記録」に描き出す。
「共通シート」には、実践を振り返るための「振り返り枠」を設けている。また、「実践記録」には、他園や小学校からのコメントを記載する「コメント枠」や「振り返り枠」（※下
図赤囲み）を設けており、実践を振り返ったり、カリキュラムを改善したりするＡＡＲサイクル（※）を生み出すことを意図している。
※ ＡＡＲサイクル（Anticipation：見通しをもつ、Action：やってみる、Reflection、Reconstruction：実践の振り返りを踏まえたデザインの見直し・再構成）

架け橋期のカリキュラム

【 滋賀県版「架け橋期カリキュラム」枠 】
「共通シート」
三つの視点を園と小学校が協働で策定
①期待する子ども像
②期待する子ども像に関連がある「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
③期待する子ども像に迫るために大切にしたいこと

「実践記録」
園と小学校が共通の視点を理解したうえで、

実践し、子どもの学びの姿を描き出す。
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視点 留意事項

架け橋期のカリキュラムに関する議論

・滋賀県版「架け橋期カリキュラム」枠を活用し、モデル地区を中心とし、校区の実態に応じて内容を検討した。
・研究１年目は、保育・授業を参観し、互いの保育・教育の理解を深めた。そのうえで、モデル校区は、期待する子ども像を「心が動く 心をほぐす ～答えがないことでも自ら
考え しなやかな心をもち 失敗を恐れず、行動する～」と設定し、10の姿の中の自立心と思考力の芽生えを意識し、取組を推進することとした。
・架け橋期のカリキュラムは作成して終わりではない。研究２年目は、互いの保育・教育の理解が進むことで、昨年度作成したカリキュラムの見直しを図っている。例えば、小
学校が複数園と幼保小接続を進める場合、教育課程のつながりが見えにくいという課題を踏まえ、複数園の教育課程を一つにするという作業を行った。

会議設置による成果と課題
・研究１年目は、施設類型の違いもあり、互いの想いがなかなかすり合わなかったが、共通の視点をもつことで、校園が心を一つに取組を進めることができた。また、気軽に
思いを出し合える関係性を構築することができた。
・当初、会議数を３回と予定していたが、大幅に超えてしまうこととなり、校園の負担が大きかった。研究２年目は、カリキュラム開発会議を見通しをもち、検証・改善する場と
して機能させることとし、会議数を精選するとともに、会議のもち方を改善した。

カリキュラム開発会議

【滋賀県版「架け橋期のカリキュラム」枠を活用し、幼保小が協働で作成】

〇滋賀県版「架け橋期カリキュラム」共通シート
〇滋賀県版「架け橋期カリキュラム」実践記録
〇0歳～7歳までの１０の姿における
発達や学びのプロセス

【研究１年目】 【研究２年目】
〇作成した「架け橋期カリキュラム」の見直し
〇複数園の教育課程を一つにすることで園と小学校の教育課程のつながりを
意識

〇カリキュラム開発会議の会議数を精選、会議の持ち方を改善

・互いの教育課程は違うけれど、どの園も大切にしている活動は同じ！
・園の活動のつながりを線で結ぶことで小学校につながりそうな活動
が見えてきた。小学校の教育課程の描き方も見直したいね。
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視点 留意事項

架け橋期のカリキュラムの実践

・園と小学校が共通の視点をもって、保育・授業実践をする。
・保育・授業の中で見られた子どもの学びの姿を「実践記録」に描きだす。校園が持ち寄る「実践記録」は、「何をしていたか」という活動内容ではなく、「どのような姿だったか」
という子どもの姿を描き出すことを意識する。
・研究２年目は、研究１年目の「実践記録」をもとに、保育・授業をデザインし、実践し、振り返るというＡＡＲサイクルをより促進させるために、「滋賀県版学びのサイクル
デザインシート」（通称：ぐるぐるシート）を開発。
・子どもを主体にした保育・授業実践に資することができるよう、本シートを活用いただき、保育・授業構想の手掛かりとしている。

架け橋期のカリキュラム

ＡＡＲサイクルで保育・授業改善

「滋賀県版学びのサイクルデザインシート」

【研究１年目実践記録】 【研究２年目】
○「滋賀県版学びのサイクルデザインシート」
（通称：ぐるぐるシート）の開発

子どもの学びは、日々の遊びや活動の中で、子どもが心
を動かし、主体的に遊びを繰り返し、充実感・満足感を味
わい、また心を動かすという学びが展開していくことを通して、
繋がり深まっていくものである。子ども想いや活動がどのよう
に展開していくのか予想することで、子どもを主体にした保
育・授業実践に資することができるよう、本シートを活用い
ただき保育・授業の手掛かりとしていただいている。

【ぐるぐるシートを使った先生方の声】
・これはとてもよい。子どもの思考の流れがとてもわかりやすい。
・視覚的に誰が見てもわかりやすい。他の先生と子どもの様子を共有できる。
保育案の代わりに活用しているが、保育案を書くよりもよい。

・子どもの気持ちを考えながら吹き出しを考えるのがおもしろい。
予想した姿がでてきたら「やった！」と思う。

・担任の子どもの発達の見取りが変わった。先生の力がついた。
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視点 留意事項

架け橋期のカリキュラムの実践
・「架け橋期カリキュラム」共通シートで共通理解したことをもとに実践。
・期待する子ども像に関連がある「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」自立心、思考力の芽生えを意識。
・参観後の協議は、保育・授業における「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について協議。

架け橋期のカリキュラム

【架け橋期のカリキュラムの実践】

○「園ではどうだった？」、「次はどうしたらいいと思う？」の声かけを意識。
○教師が答えをすぐに伝えるのではなく、子どもが考えることを意識。
○身の回りのことは、子ども自身で解決できるよう仕組む。
○昨年度の学校探検は、これまで教師が先導し、並んで探検してい
たが、今年度は、子どもが行きたい場所へ自由に探検するスタイルに
変更。その結果、子どもが心を動かし、主体的に活動に向き合う姿
となった。

○他の園で泡遊びを参観した。泡遊びは自園にない環境であり、職員からぜ
ひ取り入れたいと声があがり、早速取り入れた。

○外遊びが乏しいと思ったので、園の環境をどのようにするのかみんなで考えた。
○３・４・５歳児の担任が共に環境を構成したり、保育を相談し合ったりする
姿になった。

○子どもが考えるということを大切にすると、教師は待つ姿勢となった。
○より主体性を意識し、子どもの声、自立心、思考力の芽生えをより意識する
ようになった。

○施設類型の違いにより、一見すると自分たちの保育
と比べて、育ちの読み取りを見失いがちだったが、校
園間の参観を重ねることで、保育や授業の子どもの
姿から、育ちを読み取る力がついてきた。

次年度への展望
視点 留意事項

成果と課題、及び展望

・滋賀県版「架け橋期のカリキュラム」や「滋賀県版学びのサイクルデザインシート」を活用することで、持続的・発展的な幼保小接続の仕組みを整えることができた。
・幼保小接続の取組を通して、互いの保育・教育の理解につながり、そのことが、自園・自校の取組を問い直すこととなった。
・保育・授業が変わりつつあるが、子どもの学びや育ちは、今後も継続してつないでいくことが大切である。
・モデル校園の取組を市全体に広げるとともに、全県へ普及・啓発する必要がある。
・令和６年度は、さらに保育・授業改善に努めるとともに、家庭や地域と連携した取組にすることで、子どもを真ん中に全ての大人が関わる幼保小接続を目指していきたい。

【参観後の協議】

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 中間成果報告会資料（令和５年度）


